
平
成
二
十
一
年
度
引
継
式
辞 

 
昭
和
一
六
年
開
校
の
清
友
学
園
高
等
女
学
校
に
は
じ
ま
る
本
校
は
、
清
友
学
園

高
等
学
校
、
八
尾
市
立
清
友
高
等
学
校
、
大
阪
府
立
清
友
高
等
学
校
と
、
設
置
者

や
呼
び
名
は
変
遷
し
ま
す
が
、
七
〇
年
近
く
に
わ
た
り
「
清
友
」
の
名
は
変
わ
ら

ず
脈
々
と
受
け
継
が
れ
て
き
ま
し
た
。
本
日
、
「
清
友
は
」
「
み
ど
り
清
朋
」
に
引

き
継
が
れ
ま
す
。
皆
様
と
と
も
に
、
こ
こ
に
清
友
の
長
い
歴
史
を
振
り
返
り
た
く

存
じ
ま
す
。 

清
友
の
名
は
当
時
の
清
水
谷
高
等
女
学
校
（
現
清
水
谷
高
等
学
校
）
の
同
窓
会

で
あ
る
清
友
会
に
由
来
し
ま
す
。
母
校
創
立
四
〇
周
年
を
記
念
し
て
、
清
友
会
は

昭
和
一
六
年
に
清
友
学
園
高
等
女
学
校
を
設
立
し
ま
し
た
。
清
水
谷
高
等
女
学
校

第
三
代
校
長
生
田
鹿
之
丞
先
生
を
初
代
校
長
に
迎
え
、
第
二
代
校
長
吉
持
博
先
生

も
清
水
谷
か
ら
お
迎
え
し
ま
し
た
。
こ
の
お
二
人
は
そ
の
後
の
教
職
人
生
を
清
友

に
捧
げ
ら
れ
、
大
変
な
苦
労
を
重
ね
ら
れ
る
中
で
、
清
友
を
こ
よ
な
く
愛
さ
れ
た

と
聞
き
ま
す
。
生
田
校
長
時
代
、
高
女
一
期
生
が
卒
業
し
た
翌
年
の
昭
和
二
一
年

に
清
友
幼
稚
園
を
開
設
、
昭
和
二
二
に
年
新
学
制
に
よ
り
清
友
学
園
中
学
校
を
設

置
、
昭
和
二
三
年
に
清
友
学
園
高
等
学
校
と
な
り
ま
す
。
そ
し
て
吉
持
校
長
時
代

の
昭
和
三
一
年
に
八
尾
市
に
移
管
さ
れ
中
学
校
が
廃
止
さ
れ
ま
す
。
清
友
会
と
の

一
五
年
間
の
ご
縁
は
こ
こ
で
で
切
れ
る
の
で
す
が
、
八
尾
市
立
清
友
高
等
学
校
の

当
時
の
入
学
案
内
に
「
府
立
清
水
谷
高
等
学
校
姉
妹
校
」
と
い
う
文
字
が
あ
り
ま

す
。
清
友
会
は
清
友
の
生
み
の
親
で
あ
り
、
清
水
谷
高
等
学
校
は
清
友
の
兄
や
姉

で
あ
り
、
本
校
の
初
期
の
歴
史
に
お
い
て
は
大
変
深
い
関
係
に
あ
り
ま
し
た
。
半



世
紀
以
上
の
時
を
経
て
、
本
日
、
清
友
会
理
事
長
様
と
清
水
谷
高
等
学
校
長
様
の

ご
列
席
を
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
に
深
い
感
慨
を
覚
え
ま
す
。
高
女
一
期
生
は
八

０
歳
を
超
え
ら
れ
ま
し
た
が
、
毎
年
集
わ
れ
、
清
友
で
の
絆
を
一
生
の
も
の
と
さ

れ
て
い
ま
す
。
当
時
の
校
訓
と
も
い
う
べ
き
八
綱
領
を
諳
ん
じ
て
お
ら
れ
ま
す
が
、

そ
の
中
に
「
温
雅
な
る
気
品
」
と
い
う
言
葉
が
あ
り
ま
す
。
「
温
雅
気
品
」
、
学
園

の
様
子
が
偲
ば
れ
る
と
て
も
素
敵
な
言
葉
で
す
。 

八
尾
市
立
清
友
高
等
学
校
は
昭
和
三
十
一
年
か
ら
昭
和
五
四
年
ま
で
の
二
三
年

間
、
地
域
の
学
校
と
し
て
親
し
ま
れ
た
府
下
で
は
数
少
な
い
公
立
の
女
子
校
で
し

た
。
当
初
は
府
下
全
域
か
ら
受
験
が
で
き
、
倍
率
は
二
倍
に
近
く
、
公
立
で
一
、

二
を
争
う
狭
い
門
の
大
変
人
気
の
あ
る
学
校
で
し
た
。
昭
和
三
十
三
年
の
高
松
宮

妃
殿
下
の
ご
視
察
は
、
本
校
の
女
子
教
育
に
寄
せ
る
期
待
を
物
語
っ
て
い
ま
す
。

定
員
も
四
五
〇
名
か
ら
六
０
０
名
そ
し
て
九
０
０
名
へ
と
増
加
し
ま
し
た
。
行
事

の
清
友
と
い
わ
れ
る
ほ
ど
の
多
彩
な
学
校
生
活
で
、
先
生
方
と
議
論
を
重
ね
つ
つ

自
主
性
を
も
っ
て
行
動
し
、
社
会
生
活
に
必
要
な
「
人
間
力
」
が
養
わ
れ
た
と
い

い
ま
す
。
清
友
の
「
女
子
力
」
は
学
園
時
代
の
先
輩
方
か
ら
受
け
継
が
れ
、
し
と

や
か
な
中
に
も
粘
り
強
く
根
気
よ
く
成
し
遂
げ
る
こ
と
を
身
に
つ
け
た
よ
う
で
す
。

そ
ん
な
清
友
生
は
企
業
か
ら
の
評
価
が
高
く
、
就
職
す
る
な
ら
清
友
と
言
わ
れ
た

と
も
聞
き
ま
す
。
ま
た
卒
業
旅
行
の
帰
途
、
広
島
駅
で
下
車
す
る
際
に
車
内
を
き

れ
い
に
清
掃
し
、
車
掌
さ
ん
に
お
礼
を
言
っ
て
降
り
た
と
い
う
エ
ピ
ソ
ー
ド
を
取

り
上
げ
て
、
八
尾
市
在
住
の
作
家
、
今
東
光
氏
が
「
嫁
に
す
る
な
ら
八
尾
市
の
清

友
高
校
の
生
徒
さ
ん
の
よ
う
な
人
を
」
と
テ
レ
ビ
で
話
さ
れ
た
こ
と
も
あ
っ
た
と



い
う
こ
と
で
す
。
少
人
数
の
集
団
が
持
つ
家
庭
的
な
雰
囲
気
が
あ
り
、
教
職
員
も

含
め
た
そ
の
温
か
い
人
間
関
係
は
卒
業
後
も
ず
っ
と
続
い
て
い
ま
す
。 

 

昭
和
四
七
年
の
大
阪
府
に
お
け
る
学
区
制
・
総
合
選
抜
制
の
計
画
発
表
が
契
機

と
な
り
府
立
移
管
へ
の
検
討
が
始
ま
り
ま
す
が
、
様
々
な
困
難
が
あ
り
実
現
す
る

ま
で
七
年
の
歳
月
を
要
し
ま
す
。
昭
和
五
四
年
に
府
立
清
友
高
等
学
校
と
な
り
、

八
尾
市
柏
村
か
ら
こ
の
千
塚
の
地
に
移
り
、
新
た
な
ス
タ
ー
ト
を
切
り
ま
す
。
ク

ラ
ス
数
も
倍
増
し
男
女
共
学
に
な
り
ま
し
た
。
共
学
に
移
行
時
は
困
難
な
時
期
も

あ
っ
た
と
聞
き
ま
す
が
、
ク
ラ
ブ
活
動
も
次
第
に
活
発
化
し
全
国
大
会
出
場
と
い

う
結
果
も
残
し
ま
し
た
。
丁
寧
な
進
路
指
導
は
市
立
時
代
の
伝
統
を
引
き
継
い
で

い
ま
す
。
近
年
は
、
「
地
域
か
ら
信
頼
さ
れ
る
学
校
」
「
進
路
を
切
り
開
く
学
力
の

育
成
」「
生
徒
の
生
き
方
に
迫
る
キ
ャ
リ
ア
教
育
」
を
三
つ
の
重
点
項
目
と
し
て
き

ま
し
た
。「
キ
ャ
リ
ア
デ
ザ
イ
ン
夏
期
特
別
講
座
」
と
い
う
ユ
ニ
ー
ク
な
職
場
体
験

講
座
を
三
年
間
実
施
し
、
そ
の
企
画
は
み
ど
り
清
朋
高
校
に
引
き
継
が
れ
て
い
ま

す
。 

 

清
友
学
園
高
等
女
学
校
・
清
友
学
園
高
等
学
校
と
し
て
一
五
年
、
八
尾
市
立
清

友
高
等
学
校
と
し
て
二
三
年
、
大
阪
府
立
清
友
高
等
学
校
と
し
て
三
一
年
、
清
友

の
六
九
年
の
歴
史
は
変
遷
を
重
ね
て
き
ま
し
た
。
し
か
し
、
清
友
と
い
う
名
は
変

わ
ら
ず
、
そ
の
名
前
の
も
と
、
卒
業
生
は
母
校
を
こ
よ
な
く
愛
し
て
き
ま
し
た
。

卒
業
生
数
は
高
女
・
学
園
時
代
が
一
五
〇
九
名
、
市
立
時
代
が
五
二
七
二
名
、
府

立
が
本
日
の
卒
業
生
も
含
め
て
一
一
四
六
七
名
、
実
に
総
数
一
八
二
四
八
名
に
及

び
ま
す
。 



 

私
が
本
校
に
赴
任
し
て
か
ら
の
こ
の
三
年
間
は
、
今
を
生
き
る
府
立
三
一
期

生
・
三
〇
期
生
・
二
九
期
生
と
過
ご
す
日
々
で
あ
る
の
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
高

女
一
期
生
を
は
じ
め
、
各
時
代
の
清
友
の
卒
業
生
や
清
友
に
か
か
わ
る
人
々
と
出

会
い
、
清
友
の
六
九
年
の
歴
史
を
知
り
、
そ
の
思
い
に
触
れ
る
日
々
で
あ
り
ま
し

た
。 

 

清
友
高
校
は
こ
こ
に
み
ど
り
清
朋
高
等
学
校
に
引
き
継
が
れ
ま
す
。
校
章
も
長

い
伝
統
を
持
つ
「
梅
の
花
」
か
ら
「
は
ば
た
く
鳥
」
と
な
り
ま
す
。「
は
ば
た
く
清

友
」
は
府
立
以
降
の
清
友
の
記
念
誌
の
変
わ
ら
ぬ
タ
イ
ト
ル
で
す
が
、
池
島
高
校

と
清
友
高
校
の
歴
史
と
伝
統
を
引
き
継
ぐ
若
い
み
ど
り
清
朋
高
等
学
校
が
校
章
の

「
は
ば
た
く
鳥
」
の
よ
う
に
未
来
に
大
き
く
は
ば
た
い
て
い
き
ま
す
よ
う
に
と
願

っ
て
引
継
ぎ
式
の
式
辞
と
い
た
し
ま
す
。 

 

平
成
二
二
年
三
月
六
日 

大
阪
府
立
清
友
高
等
学
校
長 

里 

恵
美 


